TOSHIBA — 

【 • dynabook アシストシー トー *"^ 



3 デスクトツプ画面とパソコンの終了 


〇デスクトップ画面 


ポインタ 

タッチパッドやマウスで操作する位置を示します。 
パソコンび作業している間は^ (砂時計）の形になります。 


アイコン- 

ファイルやアプ IJ ケーシヨン 
などを絵で表したちのです。 
ダブ J レク U ックで起動します。 


ダブルクリックとは 

タッチパッドやマウスの 
左ボタンをすばやく2回 
押すこと 



タスクバー 


起動中のアプ IJ ケーシヨンをボタン状に表示します。 
ク IJ ックで切り替えます。 


〇[スタート]メニユ ー 

ク IJ ックすると下の画面び表示されます。 


通知領域 


PC カードの挿入やネットワークの接続など、 
パソコンの状態を示します。 


アイエムイー 

IME ツールバ- 


文字の入力ち式を選択でさます。 


•使用ユーヴ名び表示 
されます。 




•保存したファイルなどを 
3くとさにク IJ ックします。 


開 < とさに 

圓 


4 


クリックとは 

タッチパッドやマウスの左ボタンを 
] 回押すこと 


会 

圏 


インターネブト 

Internet ヒ xplorer 


巧子タール 

Microsoft Office Outlook 


^ A Windows Media Player 
4*^^ Windows Messenger 
0 Windows XP ツアー 
m ファイルと設定のお送ウイザ-ド 


0 マィ ドキユタント 
りマィ ピウチサ 
[3 マイミ :I 一うが 
マイコンピュータ 


コント□-ルバネルを） 

も 王□クラムのアウたスと巧定の設 

A 巧病の ► 

の ) A ルプとサポート(ぶ 
おまを） 

〇乃イルを対旨ちして実巧(か'' 



〇パソコンの按了 

[終了オプション]ボタンをク IJ ックすると 
下の画面び表示されます。 


コンビュー5の電源を切る 


化止《追(が スめバイを） 


• アプ IJ ケーシヨンを起動するときにク IJ ックします。 
•最近使ったアプリケーションび表示されます。 



•ク IJ ックすると Windows び終了し、 
電源び切れます。 














































































































^ 文字の入力と削除 


〇入力ずる文字を切り替える 

[半/全1 キーを押ず 

押すごとに I M E ツールバーび直接入力と 
曰本語入力に切り替わります。 


直接入力 

キーボード刻印のアルフ 



曰本語入力 

キーボードからの入力を曰本語に変換 

圖 


〇文字を入力ずる 


1. 読み（例：圓[^圆面）を入力ずる 

2. [ SPACEI (スぺース)キーを押ず 

漢字に変換されます。 


花 _g 

S _ 

華 P 

演 

はな： 


] 度で目的の漢字に変換され 
なかった場合は、をラ]度 
百キーを巧すと候補 
の一覧び表示されます。 

野 AC ちまたは① m キーで 
選択してください。 


端 
±高 
A ナ 


3. I ENTER I (エンター）キーを巧ず 




記号のなかには読みを入力して rSPACE ] キーを押すと変換でさる 
ちのちあります。 


記号 

読み 

〜 

から 

©◎参 

まる 


しか< 


ほし 


こめ 

U トー 

やじるし 

【】 〇『』 

かつこ 


記号 

読み 

干 

ゆ5びん 

々 II 

おなじ 

ヶ 

け 

X 

ばつ/かける 

手 

わる 

①②③ 

いち、に、さん 

I □ の 



〇文字を削除ずる 

【カーソルの左側の文字を削除ずるとき】 

fBACKSPACE ] (バックスペース)キーを押す 

【カーソルのち側ので字を削除ずるとき】 

〔 DELI (デ U —卜）キーを押す 


詳しい操作は… 


文字の入力やインターネット、メールの使い 
かたなどの基本操作は、『できる dynabook 』 

で紹介しています。 [1 

デスクトップ上の[できる dynabook ] 


(鹽 X 智）をクリック 



タ ローマ字入力一質表 
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ゆ 
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yo 
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ゐ 
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wa 
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び 

ざ 

ぐ 

げ 

ご 

ga 

呂 i 

gu 

呂 e 

go 

ざ 

じ 

ず 

ぜ 

ぞ 

za 

ji 

ZU 

ze 

Z 0 

だ 

ぢ 

づ 

で 

ど 

da 

di 

du 

de 

do 

ば 

び 

ぶ 

ベ 

ぼ 

ba 

bi 

bu 

be 

bo 

ぱ 

ぴ 

ぷ 

ぺ 

ぽ 

pa 

pi 

PU 

pe 

P 0 


■小さい文字 


お 

い 

ラ 

X 

お 

la 

M 

lu 

le 

1 〇 



〇 





1 化 ※ 3 



や 


ゆ 


ぶ 

lya 


lyu 


lyo 


キーボードで入力した後、変換してください。 

《2 n に続けてテ音化、 S 、 t 、 n など）び入力されると「ん」 
になります。 

《3通常は後ろのテ音を2つ続けて入力します。 

例「いった」一 itta 











































































































































キーボード 




〇キーボード図 

フアンクシヨンキ- 


キャプス□ック 

Caps Lock LED 

エスケープ 

ESC キ 


半/全く漢字> 
キー 

TAB キー 


キャプス□ック 

CAPS LOCK 
英数 キー 

SHIFT キ 


エフェヌ 

FN キー 


つント□—ル 

CTRL キー 


ニユーメ 1」ックモード 

Numeric Mode LED 

ア□ーモード 


プ I 」ントスク U - ンシステムリクエスト 

PRTSC く SYSRQ> キー 
PAUSE く BREAK> キー 

イ ンサート 

INS キー 

デ|」-卜 


バックスペース 

BACKSPACE 

キ- 



ウイ ン ドウズ キー 


アプリケーションキー 


変換 キー 


オルト 

L ALT キー 


^ カナ/かなく □-マ字 >キー 


* 機種により、印字び異なる場合びあります。キーについては、《おたすけナビ（検索）；[ウインドウズ]キーを使ったショートカットキー/特殊機能キー》 
を参照して < ださい。 


〇 画 キーを巧った特巧機能キー 


キー 

内容 

キー 

内容 

^NI + IESC ] 

スピーカのミュート（消音） 

^NI + IFIO ] 

オーバレイ機能（ア□一が態） 

( fnj + ispace ] 

本体液晶ディスプレイの解像度切り替え 

画+回 

オーバレイ機能（数字□ックが態） 

画]+回 

インスタントセキュリティ機能 

〔FNI + IF 12) 

スク□ール□ック状態 

画+国 

省電カプ□ファイルの設定 

画+の 

前のページに移動 

画+固 

スタンバイ機能の実行 

画+の 

次のページに移動 

西]+固 

休止状態の実行 

固+曰 

行または文書の最初に移動 

画+固 

表示装置の切り替え 

画+曰 

行または文書の最後に移動 

画]+固 

本体液晶ディスプレイの輝度を下げる 

画+の 

画面やアイコンなどの縮ル 

画+固 

本体液晶ディスプレイの輝度を上げる 

画+岛 

画面やアイコンなどの拡大 

画+固 

無線通信機能の切り替え 

画+圓 

映像調整ユーティリティの起動 

@ +固 

タッチパッドオン/オフ機能 

画+面 

モニタ入カモードの起動 


* 機種により、実行できる機能び異なる場合びあります。詳しくは、《おたすけナビ（検熱： [ FN ] キーを使った特殊機能キー》を参照してください。 


〇キーシフトインジケータの切り替え 


各インジケータの役割と切り替え方法は、次のとおりです。それぞれの状態びオンになっているとき、 LED び点灯します。 


キーシフトインジゲータ 

切り替えキー 

文字入力の状態 

Caps Lock LED 

[shift] + [caps lock 英数] 

文字キーで英字の大文字が入力でさる（大夕字□ック状態） 

Arrow Mode LED 

画 + 長 101 

オーバレイキーで、キーの前面左側に印刷されたカーソル制御がでさる 
(ァ□一状態） 

Numeric Mode LED 

画 + 回 

オーバレイキーで、キーの前面ち側に印刷された数字などの文字入力が 
でさる（数字□ック状態） 


解除するには、切り替えキーををう1度押して LED を消好します。すべてのキーを大文字□ック状態で使用する場合は、ア□一状態と数字□ック状態は解除して 
ください。 




































































































































































































































































































































































































3 ウインドウの操作 


〇巧動ずる 


〇最小化ずる/最大化ずる/閉じる 


ポインタをこのバー（タイトルバー）にあわせ、 
ドラッグアンドド□ップします。 


〇大まさを変える 

ポインタを境界線にあわ 
せ、の形に 
変わったら、ドラッグア 
ンドド□ップします。 


B 撮ル化)-- 
B (最大化)- 




タスクバーにタイトルのみ表示します。 
デスクトップ画面全体に表示します。 

0のとさは、元のサイズに戻ります。 

因 (閉じる)…………画面を閉じるまたはアプ IJ ケーシヨンを終了 
します。 


巾〇スク□ールずる 

^ボタンゃ^^ボタン 
をク IJ ックします。 


フオルダを作る/コピーする 




ここでは[マイドキュメント]に新しいフォルダを作る方法と、 

〇フォルダを作る 

1. [スタート]一[マイドキュメント]をクリック 

2. [新しいフオルダを作成ずる]をクリック 


乃ィルと）漏集(目 亲元 W わ気に入卜 


Q 戻る，©-命戸お束 



[マイドキュメント]のフォルダのコピーのやりかたを説明します。 

〇フォルダをコピーずる 

1. [スタート]一[マイドキュメント]をクリック 

2. コピーずるフォルダをクリック 

3. [このフオルダをコピーずる]をクリック 


7 アイルの 漏集(目 奉元 ふ)!) わ気に入 卜 

Q 戻る-©.命 P お束 I 


巧 LOJy オルリを web ム、開する 
区 この7オル巧を共ちする 


3. フォルダ名を入力 


巧 〔 


4.「 enter ] キーを押ず 



な獻 


の]ピーホの場所を涅巧してから、ロピ ー] ポタシをクリ如 


西归マイ快ュプント 
曰8 7イコンピュ-夕 
田 vJl 3.5 イシチ FD (A:) 

田 <•» XXXXXXXXXX (C：) 

田 W 汾縱め:） 

田 XXKXXXXKXXXX (E：) 

困4 XXXXXXXX ドライブ （F:) 

1 

田白共ち快ュみ卜 


田 dynabook のドキユタント 

边 


サプフォルタ’をま示するには、プラスト）サインを如如してください。 


キサシ忆ル 


己.[コピー]ボタンをクリック 
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